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社長メッセージ
デジタル技術が、ビジネスや社会、人々の生活に非常
に大きな変化をもたらしています。

富士通は、創業以来、数多くのイノベーションを実現
し、ICTを通じて社会を支えてまいりました。技術の
内容は、時代の変化とともに変遷していきます。しか
し、テクノロジーをコアとして持ち続ける、そして、
それで勝負する、というのは富士通のDNAであり、 
決して変わりません。富士通は、デジタル社会におい
ても、テクノロジーをリードし、お客様の期待に応え
られる存在でありたいと考えています。

テクノロジーの強化とともに、デジタル時代には、 
新たなアプローチが必要です。お客様のデジタル革新
を成功に導くためには、オープン・イノベーションが
不可欠です。そのために、お客様、ベンチャー企業、 
大学、あるいはパートナー企業が参加する強いエコシ
ステムづくりに取り組んでいます。私たちは、多くの
皆様とのDigital Co-creationを通じて、新たな価値を
つくりだします。

これらの取り組みの中で、富士通は「テクノロジーを
通じて人を幸せにする」という基準をしっかりと持ち
続けます。テクノロジーが大きな力を持つ時代だから
こそ、人の幸せを第一に考えることが、ますます重要
になると思っています。

富士通は、これからも常に変革に挑戦し続け、快適で
安心できるネットワーク社会づくりに貢献し、豊かで
夢のある未来を世界中の人々に提供してまいります。

代表取締役社長

時田隆仁

富士通グループとしてのお客様への約束
― ブランドプロミス ―

shaping tomorrow with you
社会とお客様の豊かな未来のために 

富士通グループは、
■ 長期的なパートナーシップを大切にし、お客様の成功に貢献していきます
■  豊富な経験から培われた現場力で、新たな発想を生み出し、 
お客様とともに、ICTの力でより豊かな社会を実現していきます

（“shape”には、『かたちづくる』『具現化する』『具体化する』などの意味があります）



2

COMPANY PROFILE 企業プロフィール

富士通株式会社

本社所在地 〒105-7123  東京都港区東新橋1-5-2 
汐留シティセンター

設立 1935年6月20日

資本金 3,246億円（2019年3月31日現在）

連結子会社数 411社（2019年5月29日現在）

ホームページ http://www.fujitsu.com/jp

連結売上高（売上収益）推移

（億円）

（3月31日に終了した会計年度）

2014
IFRS( )

47,532

2015
IFRS( )

47,392

2016
IFRS( )

45,096

2017
IFRS( )

40,983

2018
IFRS( )

39,524

連結営業利益推移

（億円）

（3月31日に終了した会計年度）

2014
IFRS( )

1,786

2015
IFRS( )

1,206

2016
IFRS( )

1,288

2017
IFRS( )

1,824

2018
IFRS( )

1,302

2018年度セグメント別売上収益比率

テクノロジー
ソリューション

74.6%

ユビキタス
ソリューション 12.2%

デバイス
ソリューション

11.6%

その他

1.6%

グローバルな事業体制

連結子会社数 従業員数 売上収益 データセンター数

アメリカ

47社
0.5万人
2,486億円
15カ所

EMEIA

115社
2.8万人
7,899億円
30カ所

アジア

66社
1.0万人
3,122億円
19カ所

日本

164社
8.5万人
25,172億円
71カ所

オセアニア

19社
0.3万人
846億円
7カ所

2018年度地域別売上収益比率

日本

64%EMEIA
20%

アメリカ
6%

アジア

8%

オセアニア

2%

注：  売上収益は顧客の所在地を基礎として、国又は地域に分類
しており、連結売上収益を100%として、各地域が占める
割合を示しています。  
EMEIA…欧州、中近東、インド、アフリカ
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Human Centric Innovation 
Driving a Trusted Future

トラステッドな社会

デジタル技術はもの凄いスピードでわたしたちの
世界を変えています。かつてないほどに人やモノ
がつながり、グローバルに統合されています。 
しかし、デジタル技術がもたらす利便性と引き換
えに、私たちはカオスのような世界をつくってし
まったのかもしれません。

あらゆるものがネットワークでつながり、世界が
複雑化する中で、これまで社会の信頼を下支えし
てきた仕組みが揺らいでいます。ガバナンスの 
プロセスは技術の進歩のスピードについていくこ
とができず、データ量は制御不能なまでに拡大を
続けています。

現在の複雑化した世界で、信頼というキーワード
がこれまで以上に大きな意味を持つようになって
います。ビジネスや社会の信頼をどのように再構
築するかということが、より良い未来を導くため
の最重要課題なのです。

富士通は、強いデジタル技術をベースとするサービ
スオリエンテッド・カンパニーとして、そして、 
お客様のビジネスパートナーとして、トラステッド
なビジネスの共創に取り組み、持続可能な社会の 
実現に貢献したいと考えています。
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Customer Story お客様事例

量子現象に着想を得て未知の領域を切り開く共創
東レ株式会社 様

東レ様は、タンパク質の最安定化構造の解析をするため、量子現象に着想を得たコンピュータアーキテ
クチャーである富士通のデジタルアニーラを活用しています。これまで現実的には計算できなかった
大きなタンパク質の構造を高速に解き、最適な組み合わせの予測が可能になりました。

ドローンで撮影した画像を人工知能で認識して追跡が困難だった
絶滅危惧種を見守る
ニューサウスウェールズ州環境遺産局 様

ニューサウスウェールズ州環境遺産局様は、絶滅の危機にある動植物を保護するため、富士通と共に固有
種見守りプログラムの活動をしています。広大ででこぼこした土地の上空からの画像をAIで解析し、これ
までどこに生息しているか見当もつかなかった絶滅危惧植物の検知に成功しました。

太陽系や地球、生命誕生の謎を解き明かす研究を軌道決定技術で
支援
国立研究開発法人 宇宙航空研究開発機構（JAXA） 様

宇宙航空研究開発機構（JAXA）様は、1985年のハレー彗星探査プロジェクト以来、国内すべての太陽系
探査プロジェクトにおいて富士通の軌道決定技術を採用しています。地球からの距離が格段に遠い深
宇宙における軌道決定は極めて困難ですが、富士通は経験を重ね精度を高め続けています。

採点支援システムでスポーツの世界を変える
国際体操連盟 様

国際体操連盟様は、身体の動きを離れたところから捉える富士通独自の3Dセンシング技術を用いて、
体操競技の採点支援システムの実用化に取り組んでいます。身体にセンサーなどの器具をつける必要
がないため、動きが早く技の種類も多い体操競技の公正な採点をすることが可能になりました。
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Business 事業紹介

テクノロジーソリューション
グローバルに展開するサービスビジネスは国内No.1※、グローバルNo.7※のシェアを持ち、特にアウト
ソーシング分野では、世界中に100拠点以上のデータセンターを配し、様々なニーズに応えるサービス
を提供しています。また、スーパーコンピュータ「京」の後継として、世界トップレベルの「ポスト『京』」の
実現を目指しています。
※出典：Gartner, “Market Share: IT Services 2017” 11 June 2018

ユビキタスソリューション
富士通クライアントコンピューティング、富士通コネクテッドテクノロジーズおよびそのグループ会社が
パソコンやスマートフォンの開発、製造などを行っています。パソコンは高品質・高性能にこだわった 
デスクトップパソコンやノートパソコンなどを、スマートフォンはarrows NXや、誰にでも使いやすい 
らくらくホンシリーズなどを提供。高品質製品の生産のため、製造や組立を国内で一貫して行っています。

デバイスソリューション
当社子会社の富士通セミコンダクターおよびそのグループ会社がデジタル家電や自動車、スマート
フォン、サーバなどに搭載されるLSIを提供しています。また、上場連結子会社である新光電気工業、
富士通コンポーネント、FDKなどが、半導体パッケージをはじめとする電子部品のほか、電池、リレー、
コネクタなどの機構部品を提供しています。

 
FUJITSU Human Centric AI 「Zinrai（ジンライ）」

Zinrai
 

 

「Zinrai」は富士通グループ30年以上にわたる研究開発とノウハウを体系化し、
「人と共存し、人を支えるAI」を目指した富士通の技術ブランドです。当社は、
「人と協調し継続的に成長するAI」の実現を目指し、AIを活用した様々な
ソリューションを開発、提供していきます。
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Activity 社会価値実現のための活動

グローバルレスポンシブルビジネス
地球規模でサステナビリティに配慮した企業経営が求められるなか、グ
ローバルな視点で企業が社会的責任を果たしていくことは、より一層重要
な課題となっています。富士通グループはCSR基本方針に基づきCSR活動
を推進していますが、グローバルな実効性をさらに高めていくために、マ
テリアリティ分析に基づいてグループ横断で重要課題の見直しに取り組
み、右記8分野に整理「グローバルレスポンシブルビジネス」という名称の
枠組みを確立しました。

FUJITSU Climate and Energy Vision
2017年5月に、気候変動に関するビジョンを発表。2050年に90億人を超え
る人々が、エネルギー・水・食料などの制約のもと、豊かに暮らす社会を実
現するため、自らの脱炭素化および、お客様・社会と共にソーシャルイノ
ベーションを創造し、気候変動の緩和と適応に取り組んでいきます。

世界の防災・減災に貢献
国連開発計画、東北大学災害科学国際研究所による巨大自然災害の被害
低減を目指した共同プロジェクト「災害統計グローバルセンター」にお
いて、アジア太平洋地域の災害被害統計データベースの構築を支援。こ
の活動を通じて、開発途上国が巨大自然災害に備える社会づくりに貢
献していきます。

富士通とスポーツ
陸上競技部、アメリカンフットボール部、女子
バスケットボール部をはじめとする富士通の
スポーツ活動では、日本を代表するトップアス
リートが活躍しています。スポーツを通じて 
感動を共有し、より豊かな社会の創造と、人々
の「心」と「身体」の健康増進に貢献します。 
また、スポーツクリニックや美化活動の参加等
を通じ、地域との共生に努めています。
このほか、一般社団法人日本パラ陸上競技連盟
への協賛、富士通レディースでの日本障がい者
スポーツ協会への寄付等、障がい者スポーツの
振興にも貢献しています。

富士通は東京2020オリンピック・パラリンピックを応援しています。
富士通は国内最高水準のゴールドパートナーとして、競技運営に必要なアプリ
ケーションやデータを扱うためのサーバ、ストレージやサービスなどを通じて、
大会をサポートしていきます。



富士通株式会社
〒105-7123　東京都港区東新橋1-5-2　汐留シティセンター
電話：03-6252-2220（代表）

http://www.fujitsu.com/jp

＊掲載されている画像はイメージです。

見やすさへの配慮
本冊子は、富士通が開発したソフトウェア「Color Selector（カラー
セレクター）」でチェックし、文字や図表がより多くの人にとって見
やすいように、アクセシビリティの高い色の組み合わせを使用して
います。

環境への配慮
● 有害物質の使用量や排出量が少ない「水なし印刷」技術を使用し
ています。

● 森林保全につながるFSC®（Forest Stewardship Council®）「森林
認証紙」を使用しています。

● VOC（揮発性有機化合物）を含まない「植物油インキ」を使用して
います。
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